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【前回のおさらい】
　高度成長期に建設された大量の公共施設は、老朽化
が進んでおり、近い将来、一斉に改修や建て替えの時
期を迎えます。
　今後、少子高齢化によって、人口が減少する一方、
社会保障関連経費が年々増加する中で、公共施設の大
量更新に必要な多額の財源確保が課題となっています。

日本全体の高齢化は 2040 年ごろにピー
クを迎え、本市の公共施設の建て替えピー
クと時期が重なる見通しです。
市税収入が好調に推移している今こそ、

できる限り基金の積み立てや市債残高の削減に努め、財
政面から将来に備える必要があります。

次回は、「四日市市公共施設
等総合管理計画」についてお伝
えします。

第4回「市の財政状況と将来への備え」

1

公共施設の建て替えピークが十数年後から始
まることから、まず公共施設の総面積の４割を
占める小・中学校の建て替えの財源を確保する
ため、アセットマネジメント*基金を設置し、積
み立てを行っていきます。

2

これまで市債残高の削減に取り組んできた結果、
平成20年度末に2,315億円あった全会計市債残高
は、平成29年度末には1,689億円に減少しています。
今後は、アセットマネジメント基金を活用して、
将来世代の過剰な負担を軽減するとともに、人口が
減少して余剰になると見込まれる公共施設の整理統
合も視野に入れて、将来世代の市民ニーズに合致し
た公共施設の最適配置に取り組んでいきます。

3
本市の歳入は、市内に立地する企業の大規模

設備投資に伴って固定資産税（償却資産）など
が増収となり、平成29年度決算の市税収入が前
年度を36億円上回る675億円と過去最高額を更
新するなど、好調に推移しています。
一方、歳出は、現在、三重とこわか国体に向

けた新体育館建設などの大規模投資事業を進め
ているほか、中長期的には、社会保障関連経費
が年々増加していくことに加え、公共施設の改
修や建て替えに要する費用が増加していくと見
込んでいます。
したがって、市税収入が好調な今から、将来

への備えをしていく必要があります。

公共施設の改修や建て替
えに多額の費用が必要に
なるけど、市の財政状況
はどうなっているの？

将来に備えるためにどんな
対策をしているのかな？

公共施設の建て替えによって、
子や孫の世代に多額の借金を
残すことにならないかしら？

＊公共施設の資産（アセット）の管理を全体最適化する取り組み
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